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メディア報道では台風 16号が伊豆諸島で猛威を振るっているようですが、昨
日、5 年生は「大雨ワークショップ」を和歌山地方気象台の職員を招いて行い
ました。これは、天気についての学習で、天気の変化により様々な危険が起こ

るということを、専門家の知見を

もとに教えていただきました。

・こんな雲が見えたら要注意！

・雷は意外と近くに落ちていることがある。大丈夫と思わず、避難しよう。

・積乱雲による雨の際には、川が氾濫する危険性があるよ。避難する場所は安

全か、しっかり考えて避難しよう。

・和歌山でも竜巻が起こることがある。すごく危険なので気をつけよう。

というような内容を、動画や職員の会話を通して教えてもらいました。

以下、子どもたちの事後アンケートの質問、感想の抜粋です。

・「竜巻はどうやってできるんですか。」

・「積乱雲が近づくと、どうして冷たい風が吹くんですか。」

・「一年でどれくらいの警報が出るんですか。」

・「改めて災害のおそろしさを知って、もし自分の身に起きた時の逃げる方法

を教えてくれて安心しました。」

今後も気象に関して興味関心を持ち、知的好奇心を広げていってもらいたい

なと思います。様々な専門性を持った方々との出会いを通し、子どもたちには

視野を広げ、事象に関する鋭敏な感性を培ってもらいたいと考えています。


